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緒
言

　

天
文
占
は
、
天
の
日
月
五
星
や
恒
星
、
ま
た
流
星
・
彗
星
・
客
星
の
類
を
主
な
對
象
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
暈
珥

抱
背
等
の
日
月
の
異
氣
を
對
象
と
し
た
所
謂
雲
氣
占
も
含
ま
れ
、
そ
の
中
で
は
虹
蜺
も
占
候
の
對
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
虹
蜺
が
中

國
古
代
に
於
い
て
如
何
な
る
認
識
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
、
如
何
な
る
性
質
を
附
與
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
中
國
を
中
心
と
し
て
少

な
か
ら
ぬ
研
究
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
多
く
の
場
合
、
時
代
的
な
思
想
の
變
遷
過
程
を
看
過
し
て
お
り
、
特
に
天
文
占
や
災
異
説

の
成
立
過
程
と
背
景
を
無
視
す
る
た
め
、
個
々
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
思
想
の
特
異
性
を
見
落
と
す
問
題
を
存
し
て
い
る
。

　

無
論
、
漢
代
以
前
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
傳
世
文
獻
か
ら
、
漢
代
以
後
に
成
立
す
る
思
想
を
排
除
し
て
解
釋
す
る
こ
と
に
は
些
か
の

困
難
を
伴
う
。
し
か
し
、
經
學
を
中
心
と
し
た
中
國
思
想
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
く
漢
代
思
想
の
變
遷
過
程
を
見
る
た
め
に
は
、

個
々
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
思
想
的
特
異
性
に
對
し
て
時
代
的
な
整
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

虹
蜺
初
論

田　

中　

良　

明
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本
稿
は
、
漢
代
思
想
、
特
に
經
學
の
一
部
で
あ
る
災
異
説
に
於
い
て
虹
蜺
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
天

文
思
想
に
如
何
な
る
影
響
を
與
え
て
い
く
の
か
を
見
る
た
め
に
、
先
ず
漢
初
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
諸
文
獻
が
、
虹
蜺
に

對
し
て
如
何
な
る
認
識
を
有
し
て
い
た
か
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る（

一
）。

一
、
虹
蜺
字
義

　

虹
字
に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』
卷
十
三
、
虫
部
に（

二
）、

虹
、
螮
蝀
な
り
。
狀
は
蟲
に
似
る
。
虫
に
从
ひ
、
工
の
聲
。
明
堂
月
令
に
曰
く
、「
虹
始
め
て
見
は
る
。」
と
。

と
有
る
が
、「
蟲
」
に
つ
い
て
は
段
注
に（

三
）、

虫
、
各
本
蟲
に
作
る
。
今
正
す
。
虫
と
は
、
它へ

び

な
り
。
虹
は
它
に
似
る
。
故
に
字
虫
に
从
ふ
。

と
有
る
。
ま
た
、
段
注
の
指
摘
す
る
樣
に
「
螮
蝀
」
を
虹
と
す
る
の
は
『
爾
雅
』
釋
天
の
、「
虹
始
め
て
見
は
る
」
は
『
禮
記
』
月
令

の
季
春
の
文
で
あ
る
。

　

一
方
、
蜺
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
虫
部
に（

四
）、

蜺
、
寒
蜩
な
り
。
虫
に
从
ひ
、
兒
の
聲
。

と
有
る
よ
う
に
蟬
の
類
で
あ
る
が
、
段
注
に（

五
）、

或
い
は
叚
り
て
虹
霓
の
字
と
爲
す
。

と
有
り
、
霓
の
假
借
字
と
な
る
。
そ
の
霓
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
卷
十
一
、
雨
部
に（

六
）、
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霓
、
屈
虹
、
靑
赤
な
り
。
或
い
は
白
色
。
陰
气
な
り
。
雨
に
从
ひ
、
兒
の
聲
。

と
有
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
段
注
に（

七
）、

或
字
、
陸
德
明
は
也
一
曰
の
三
字
に
作
る
。
非
な
り
。
韵
會
は
白
の
下
に
色
の
字
無
し
。
是
な
り
。
屈
は
當
に
詘
に
作
る
べ
し
。

許
書
に
詰
詘
な
り
と
云
ふ
は
、
詘
曲
を
謂
ふ
。
屈
は
其
の
義
に
非
ず
。
許
の
意
は
、
詘
曲
の
虹
は
靑
赤
な
る
多
し
、
或
い
は
白
色

な
る
者
有
り
、
皆
之
を
霓
と
謂
ふ
と
。
釋
天
に
曰
く
、「
螮
蝀
は
、
虹
な
り
。
霓
を
挈
貳
と
爲
す
。」
と
。
郭
云
ふ
、「
雙
出
し
て

色
鮮
か
に
盛
ん
な
る
者
を
雄
と
爲
し
、
虹
と
曰
ふ
。
闇
き
者
を
雌
と
爲
し
、
霓
と
曰
ふ
。」
と
。
此
に
據
れ
ば
、
靑
赤
な
る
を
虹

と
爲
し
、
白
色
な
る
を
霓
と
爲
す
に
似
る
。
然
れ
ど
も
析
言
す
れ
ば
分
有
り
、
渾
言
す
れ
ば
別
あ
ら
ず
。
故
に
趙
は
孟
子
に
注
し

て
曰
ふ
、「
霓
は
、
虹
な
り
。
虹
見
は
る
れ
ば
雨
ふ
る
。」
と
。
楚
辭
に
白
霓
有
り
。

气
な
り
。
雨
に
从
ふ
は
、
霓
は
陰
氣
爲
れ

ば
、
將
に
雨
ふ
ら
ん
と
す
る
の
兆
。
故
に
雨
に
从
ふ
。
一
に
虫
に
从
ひ
蜺
に
作
る
は
、
猶
ほ
虹
の
虫
に
从
ふ
が
ご
と
き
な
り
。

と
有
る
。
些
か
長
文
で
あ
る
た
め
本
論
に
關
わ
る
範
圍
で
整
理
す
れ
ば
、「
屈
虹
」と
は
屈
曲（
詘
曲
）し
た
虹
で
あ
り
、靑
赤（
所
謂
虹
色
）

の
も
の
が
多
く
、
白
色
の
も
の
も
あ
る
が
と
も
に
霓
で
あ
る
。『
爾
雅
』
と
郭
注
に
は
虹
と
霓
を
區
別
し
、
靑
赤
の
も
の
が
虹
で
あ
り
、

白
色
の
も
の
を
霓
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
嚴
密
な
區
別
を
す
れ
ば
で
あ
っ
て
、
お
お
ま
か
に
言
え
ば
虹
と
霓
と
に
區
別
は
な
い
。
と

い
う
の
が
段
氏
の
説
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
に
載
す
大
人
の
賦
に（

八
）、

搶
を
攬
り
て
旌
と
爲
し
、
屈
虹
をし

た
が靡は

せ
て
綢
と
爲
す
。

と
有
り
、
顏
師
古
引
く
張
揖
の
注
に（

九
）、

綢
は
、
韜
な
り
。
斷
虹
を
以
て
旌
杠
の
韜
と
爲
す
な
り
。
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と
有
り
、
師
古
注
に
も（

十
）、

韜
は
、
旌
旗
の
竿
裹
冒
す
る
も
の
を
謂
ふ
な
り
。

と
言
え
ば
、
屈
曲
し
た
虹
で
は
旗
竿
の
袋
と
し
て
は
不
相
應
で
あ
り
、「
屈
虹
」
は
「
斷
虹
」、
卽
ち
千
切
れ
て
屈
曲
し
て
い
な
い
虹
を

指
す
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
釋
名
』
卷
一
、
釋
天
に（

十
一
）も

、

霓
は
、齧
な
り
。其
の
體
斷
絶
す
。非
時
に
見
は
る
れ
ば
、此
れ
灾
氣
な
り
。物
を
傷
害
す
る
こ
と
食
齧
す
る
所
有
る
が
如
き
な
り
。

と
有
れ
ば
、
霓
字
の
本
義
は
斷
虹
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

（
十
二
）。

　

し
か
し
、『
楚
辭
』
離
騷
に（

十
三
）、

飄
風 

其
の
相
離
に
屯
し
、
雲
霓
を
帥
ゐ
て
來
御
す
。
…
…
雲
霓
の
晻
藹
せ
し
を
揚
き
、
玉
鸞
の
啾
啾
た
る
を
鳴
ら
す
。

と
見
え
る
「
雲
霓
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
も
明
ら
か
に
佞
人
の
比
喩
で
あ
る
が
、
ま
た
「
晻
藹
」
と
有
れ
ば
日
旁
の
氣
で
あ
る
。『
楚

辭
』
に
霓
字
が
單
獨
で
（
虹
と
は
別
に
）
用
い
ら
れ
る
の
は
こ
の
離
騷
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
霓
字
と
そ
の
假
借
字
と
し
て
の
蜺
字

と
の
間
に
は
、
そ
の
用
法
に
區
別
が
見
ら
れ
、
蜺
字
は
虹
字
と
對
に
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
楚
辭
』
遠
遊
に（

十
四
）、

八
龍
の
婉
婉
た
る
に
駕
し
、
雲
旗
の
逶
蛇
た
る
を
載
す
。
雄
虹
の
采
旄
を
建
て
、
五
色
雜
ぢ
り
て
炫
燿
た
り
。
…
…
雌
蜺
は
便
娟

と
し
て
增
撓
し
、
鸞
鳥
は
軒
翥
し
て
翔
飛
す
。

と
有
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
虹
字
は
他
に
も
、
九
歎
の
遠
遊
に（

十
五
）、

九
神
を
回
極
に
徵
し
、
虹
采
を
建
て
以
て
招
指
す
。

と
有
り
、
同
じ
く
陶
壅
に（

十
六
）、

八
龍
に
駕
し
連
蜷
た
り
、
虹
旌
を
建
て
威
夷
た
り
。
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と
有
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
雄
虹
」「
虹
采
」「
虹
旌
」
は
、
虹
を
光
り
輝
い
て
は
た
め
く
旌
旗
に
、
若
し
く
は
旌
旗
を
光
り
輝
い
て

棚
引
く
虹
に
見
立
て
た
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
雌
蜺
」
は
「
神
女
周
旋
」
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
（
洪
興

祖
補
注
の
説
）、
虹
と
蜺
と
の
用
法
に
明
確
な
差
が
有
る
か
に
も
見
え
る
が
、『
文
選
』
載
す
宋
玉
の
高
唐
賦
に
は

（
十
七
）、

仰
ぎ
て
山
顛
を
視
る
に
、
肅
と
し
て
何
ぞ
千
千
た
る
、
虹
蜺
を
炫
燿
す
。
…
…
輿
を
簡
に
し
て
玄
服
し
、
雲
旆
を
建
て
、
蜺
を
旌

と
爲
し
、
翠
を
蓋
と
爲
す
。

と
、
虹
蜺
を
熟
し
て
そ
の
輝
き
を
述
べ
、
ま
た
「
蜺
を
旌
と
爲
し
」
有
れ
ば
、
蜺
も
ま
た
虹
同
樣
に
旌
旗
に
見
立
て
ら
れ
て
い
く
。

　

つ
ま
り
、
楚
系
文
學
に
於
い
て
は
虹
と
蜺
は
雌
雄
一
對
の
物
と
認
識
さ
れ
、
蜺
は
「
神
女
」
に
當
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
虹
と

同
樣
に
輝
き
は
た
め
く
旌
旗
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
旌
旗
の
比
喩
は
、
そ
も
そ
も
離
騷
に（

十
八
）、

八
龍
の
婉
婉
た
る
に
駕
し
、
雲
旗
の
委
蛇
た
る
を
載
す
。

と
有
っ
た
の
を
、
遠
遊
が
雄
虹
を
足
し
、
陶
壅
が
略
し
た
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
も
す
れ
ば
旌
旗
に
は
「
委
蛇
た
る
」
蜿

曲
し
た
、
若
し
く
は
蛇
行
す
る
樣
が
見
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
虹
に
も
同
樣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
陶
壅
の
「
虹
旌
を
建
て
威
夷
た

り
」
を
見
る
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
委
蛇
と
威
夷
は
類
義
）。

　

な
お
、『
楚
辭
』
哀
時
命
に（

十
九
）、

虹
霓 

其
の
朝
霞
に
紛
と
し
、
夕
に
淫
淫
と
し
て
淋
雨
あ
り
。

と
、「
虹
」
と
「
霓
」
と
を
熟
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
洪
興
祖
『
補
注
』
に

（
二
十
）、

霓
、
一
に
蜺
に
作
る
。

と
字
校
を
載
せ
、
字
作
り
に
搖
れ
の
有
る
こ
と
が
知
れ
る
が
、
こ
の
「
虹
霓
」
は
自
然
物
と
し
て
の
虹
蜺
で
あ
り
、
朝
に
現
れ
夕
に
雨



30

降
る
描
冩
か
ら
、
次
節
に
觸
れ
る
『
毛
詩
』
蝃
蝀
の

と
同
樣
の
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
文
脈
上
何
ら
の
比
喩
で
も
な
い
自
然
物
と
し

て
の
虹
霓
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
『
楚
辭
』
の
他
の
文
章
の
例
と
比
べ
て
特
異
な
例
と
も
言
え
る

（
二
十
一
）。

　

ま
た
、
後
の
『
毛
詩
正
義
』
蝃
蝀
所
引
『

（
二
十
二
）

音
義
』
に
、

虹
雙
出
す
れ
ば
、
色
鮮
か
に
盛
ん
な
る
者
を
雄
と
爲
し
、
雄
は
虹
と
曰
ふ
。
闇
き
者
を
雌
と
爲
し
、
雌
は
蜺
と
曰
ふ
。

と
説
く
の
も
、
上
記
の
虹
蜺
を
雌
雄
一
對
と
す
る
認
識
を
引
き
繼
い
だ
も
の
で
あ
る

（
二
十
三
）。

色
の
明
暗
に
依
っ
て
雌
雄
を
分
か
て
ば
、
雄
虹

は
主
虹
を
、
雌
蜺
は
副
虹
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
に
見
る
限
り
、『
楚
辭
』
を
中
心
と
し
た
文
獻
に
於
い
て
は
、

　

一
、
單
獨
で
用
い
ら
れ
る
霓
字
（
雲
霓
）
は
、
日
旁
の
氣
で
あ
り
、
佞
人
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

二
、
虹
字
及
び
霓
の
假
借
字
で
あ
る
蜺
字
は
、
雌
雄
一
對
と
し
て
扱
わ
れ
、
旌
旗
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。（「
雌
蜺
」
は

時
に
「
神
女
周
旋
」
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
）

　

三
、
稀
に
見
ら
れ
る
「
虹
霓
」
は
、
自
然
物
と
し
て
の
虹
蜺
を
表
し
て
い
る
。

と
い
う
三
點
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
表
現
に
於
い
て
人
事
に
關
わ
る
比
喩
が
、
日
旁
の
氣
で
あ
る
雲
霓

が
佞
人
の
比
喩
で
あ
る
他
に
は
見
ら
れ
ず
、
他
の
虹
蜺
が
旌
旗
等
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
視
覺
的
美
し
さ
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
兩
者
共
に
後
世
の
文
獻
や
、
次
節
に
確
認
す
る
經
書
解
釋
等
に
見
ら
れ
る
「
妖
祥
」
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て

い
な
い
點
で
あ
ろ
う

（
二
十
四
）。



31　虹蜺初論

二
、
儒
家
文
獻
に
見
え
る
虹
蜺
の
類
と
そ
の
解
釋

　

儒
家
の
文
獻
に
は
、
前
節
に
引
い
た
『
説
文
解
字
』
に
載
せ
る
樣
に
虹
蜺
に
つ
い
て
の
言
及
が
有
る
。『
禮
記
』
月（

二
十
五
）

令
に
、

季
春
の
月
、
…
…
。
虹
始
め
て
見
は
る
。
…
…
。
孟
冬
の
月
、
…
…
。
虹
藏
れ
て
見
は
れ
ず
。

と
見
え
、
虹
が
現
れ
る
正
常
な
季
節
が
夏
正
の
三
月
か
ら
十
月
の
間
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
が
知
れ
る

（
二
十
六
）。

　

ま
た
、『
毛
詩
』
鄘
風
の
蝃（

二
十
七
）

蝀
に
、

蝃
蝀 

東
に
在
り
、
之
を
敢
へ
て
指
さ
す
莫
し
。
女
子
に
行
有
り
、
父
母
兄
弟
よ
り
遠
る
。
朝
に
西
に

あ
り
、
朝
を
崇お

へ
其
れ

雨
ふ
る
。
女
子
に
行
有
り
、
兄
弟
父
母
よ
り
遠
る
。

と
有
り
、『
爾
雅
』
釋
天
も
些
か
字
を
異
に
す
る
が

（
二
十
八
）、

螮
蝀
、
之
を
雩
と
謂
ふ
。
螮
蝀
は
、
虹
な
り
。

と
解（

二
十
九
）す。

　

こ
の
詩
に
つ
い
て
毛
傳
は（

三
十
）、

蝃
蝀
は
、
虹
な
り
。
夫
婦 

禮
に
過
ち
あ
れ
ば
則
ち
虹
氣
盛
ん
な
り
、
君
子
見
て
戒
し
め
て
之
を
懼
れ
諱
み
、
之
を
敢
へ
て
指
さ

す
莫
し
。

は
升
る
、
崇
は
終
る
な
り
。
旦
從
り
食
時
に
至
り
朝
を
終
ふ
と
爲
す
。

と
解
釋
し
、
鄭（

三
十
一
）

箋
も
、

虹
は
、
天
氣
の
戒
、
尚
ほ
敢
へ
て
指
さ
す
者
無
し
。
況
ん
や
淫
奔
の
女
、
誰
か
敢
へ
て
之
を
視
ん
や
。
行
は
、
道
な
り
。
婦
人
生

る
れ
ば
而
ち
適
人
の
道
有
り
、
何
ぞ
嫁
が
ざ
る
を
憂
ひ
て
淫
奔
の
過
を
爲
す
か
。
之
を
惡
む
こ
と
甚
し
。
朝
に
升
氣
有
る
こ
と
西
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方
に
於
い
て
す
れ
ば
、其
の
朝
を
終
ふ
れ
ば
則
ち
雨
ふ
る
は
、氣
應
ず
る
こ
と
自
ら
然
る
。
以
て
婦
人
生
れ
て
適
人
の
道
有
る
も
、

亦
た
性
の
自
ら
然
る
を
言
ふ
。

と
解
す
。

　
「
蝃
蝀
」
を
、
毛
傳
・
鄭
箋
と
も
「
虹
」
と
解
し
、
毛
傳
は
そ
の
出
現
の
理
由
を
「
夫
婦 

禮
に
過
ち
あ
れ
ば
」
と
説
き
、
鄭
箋
は
「
天

氣
の
戒
」
と
説
い
て
、
毛
傳
が
氣
の
感
應
の
み
を
説
い
て
天
の
介
在
を
認
知
し
て
い
る
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
兩
説
と
も
に
蝃
蝀

の
出
現
理
由
を
人
事
に
關
聯
付
け
て
い
る
點
で
共
通
し
て
い
る

（
三
十
二
）。

た
だ
し
本
詩
本
章
の
原
義
と
し
て
は
、
馬
瑞
辰
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』

に（
三
十
三
）、古

者
の
婚
禮
は
、
男 

女
に
先
ん
じ
、
此
の
詩
の
「
蝃
蝀
在
東
、
莫
之
敢
指
」
は
、
蓋
し
雄
虹
は
敢
へ
て
指
さ
す
莫
き
を
以
て
、

女
に
廉
恥
有
れ
ば
肯
へ
て
先
に
男
を
求
め
ざ
る
に
喩
ふ
な
り
。
故
に
下
に
接
し
て
「
女
子
有
行
」
と
言
ふ
は
、
女
子
に
自
ら
嫁
道

有
る
を
謂
ふ
の
み
。
傳
・
箋
俱
に
詩
義
に
非
ず
。

と
有
る
の
が
、
儒
家
的
な
倫
理
觀
念
や
天
人
相
關
の
思
想
の
除
か
れ
た
、
原
始
的
な
倫
理
觀
と
し
て
の
女
性
の
貞
節
を
説
い
た
妥
當
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
雄
虹
は
敢
へ
て
指
さ
す
莫
し
」
と
説
く
の
は
、
陰
陽
説
に
依
っ
て
雄
虹
と
男
と
を
同
視
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
よ
り
原
始
的
に
は
、
東
に
出
現
す
る
蝃
蝀
は
何
ら
か
の
理
由
か
ら
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
お
り
、「
敢
へ
て
指
さ
す
莫
し
」
と
す
る

習
俗
が
有
っ
た
と
考
え
る
の
が
穩
當
な
所
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
後
句
の
「
朝
に
西
に

あ
り
」
と
對
比
す
れ
ば
、
本
句
の
「
蝃

蝀 

東
に
在
り
」
は
夕
刻
に
起
き
る
現
象
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
「

」
に
つ
い
て
は
、
毛
傳
は
「
升
る
」
と
義
訓
し
、
鄭
玄
は
「
升
氣
」
と
解
す
が
、『
周
禮
』
春
官

祲
の
掌
る
十
煇
の
一

つ
で
あ
る
「

」
に
つ
い
て
鄭
玄
は
、
鄭
司
農
の
「

な
る
者
は
升
氣
な
り

（
三
十
四
）。」

と
の
説
を
增
成
し
て
「

は
虹
な
り
。
詩
に
云
ふ
、
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朝
に
西
に

あ
り
と

（
三
十
五
）。」

と
説
い
て
本
句
を
引
用
し
て
お
り
、
鄭
玄
が
本
詩
の
「
蝃
蝀
」
と
「

」
と
を
と
も
に
「
虹
」
と
理
解
し
て

い
た
事
が
知
れ
る
。
そ
の
蝃
蝀
と

と
の
差
異
は
、「

」
が
「
升
氣
」
で
あ
る
こ
と
の
他
に
、
蝃
蝀
が
東
に
、

が
西
に
出
現
す
る

こ
と
に
あ
る
。
鄭
玄
の
解
釋
で
は
、
朝
、
西
に

が
出
現
し
、
そ
の
後
雨
が
降
る
の
は
氣
の
自
然
な
感
應
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
朝
、

西
に

が
出
現
す
る
こ
と
も
、
自
然
現
象
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
三
十
六
）。

そ
れ
は
恐
ら
く
、
詩
の
原
義
と
し
て
も
大
差
有
る
ま
い
。

　

よ
っ
て
『
毛
詩
』
鄘
風
の
蝃
蝀
に
見
ら
れ
る
虹
の
扱
い
と
し
て
は
、

一
、
東
方
に
出
現
す
る
蝃
蝀
は
タ
ブ
ー
の
對
象
と
な
っ
て
い
た
。

二
、
西
方
に
出
現
す
る

は
自
然
現
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

と
い
う
二
點
が
指
摘
し
得
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
毛
詩
』
鄘
風
の
蝃
蝀
に
見
ら
れ
る
「

」
が
『
周
禮
』
春
官

祲
の
掌
る
十
煇
の
一
つ
で
あ
る

（
三
十
七
）こ

と
は
既
に
觸
れ
た
が
、

鄭
注
に
依
れ
ば
十
煇
に
は
他
に
も
虹
が
含
ま
れ
る
。
春
官

祲（
三
十
八
）は、

祲
は
十
煇
の
灋
を
掌
り
、
以
て
妖
祥
を
觀
、
吉
凶
を
辨
ず
。

と
さ
れ
る
官
職
で
あ
る
が
、
そ
の
十
煇
に
つ
い
て
、
鄭
注
引
く
鄭
司
農
の
説（

三
十
九
）に、

煇
は
、
日
の
光
炁
を
謂
ふ
な
り
。

と
有
り
、
經
の
後
文
に
記
さ
れ
た
そ
の
具
體
的
名
稱
に
對
し
て
、
ま
た
鄭
司
農
は（

四
十
）、

祲
は
、
陰
陽
の
氣
相
侵
す
な
り
。
象
な
る
者
は
、
赤
鳥
の
如
き
な
り
。

は
、
日
旁
の
氣
四
面
反
鄕
す
る
こ
と
煇
の
狀
の
如
き
を

謂
ふ
な
り
。
監
は
、
雲
氣
日
に
臨
む
な
り
。
闇
は
、
日
月
な
り
。
瞢
は
、
日
月
瞢
瞢
と
し
て
光
無
き
な
り
。
彌
な
る
者
は
、
白
虹

天
に
彌
る
な
り
。
敘
な
る
者
は
、
雲
に
次
序
有
る
な
り
。
山
の
日
上
に
在
る
が
如
き
な
り
。

な
る
者
は
、
升
氣
な
り
。
想
な
る
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者
は
、
煇
光
な
り
。

と
説
い
て
い
る

（
四
十
一
）。

　

鄭
司
農
が
「
升
氣
な
り
」
と
説
く

を
鄭
玄
が
「
虹
な
り
」
と
説
く
こ
と
は
先
に
觸
れ
た
が
、
鄭
玄
は
そ
れ
以
外
に
も
、
鄭
司
農
説

に
對
す
る
異
説
を
提
示
す
る
。
つ
ま
り

（
四
十
二
）、

は
、
讀
み
て
童
子
の
佩

の

の
如
し
、
日
旁
の
氣
日
を
剌
す
を
謂
ふ
な
り
。
監
は
、
冠
珥
な
り
。
彌
は
、
氣
日
を
貫
く
な
り
。

は
、
虹
な
り
。
詩
に
云
ふ
、「
朝
に
西
に

あ
り
」
と
。
想
は
、
雜
氣
に
形
想
す
可
き
有
り
。

と
説
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
違
に
つ
い
て
賈（

四
十
三
）

疏
は
、

    

此
の
經
の
上
事
、
先
鄭
皆
之
を
解
し
、
後
鄭
其
の
六
に
從
ひ
、
其
の
四
に
從
は
ず
。

と
理
解
す
る
。
賈
疏
に
據
れ
ば
、
鄭
玄
が
從
わ
な
か
っ
た
四
と
は
、

・
監
・
彌
・
想
で
あ
り
、

に
つ
い
て
は

（
四
十
四
）、

此
れ
後
鄭
破
ら
ず
、
其
の
義
を
增
成
す
。

と
大
き
く
矛
盾
し
な
い
説
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
「
彌
」
の
「
白
虹
」
も
日
旁
の
氣
と
し
て
の
「
白
虹
」
で
あ
る
か
ら
、
鄭
玄
は
よ

り
具
體
的
に
「
日
を
貫
く
」
可
能
性
を
擧
げ
、
も
し
く
は
内
容
を
限
定
し
て
い
る
、
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う

（
四
十
五
）。

　

十
輝
に
つ
い
て
は
、
二
鄭
の
説
以
外
に
古
い
も
の
は
無
く
、
ま
た
そ
れ
を
完
全
に
訂
正
し
得
る
文
獻
も
不
足
す
れ
ば
、
今
は
こ
れ
ら

の
説
を
參
考
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
縱
し
ん
ば
十
輝
の
具
體
的
正
體
が
未
詳
で
あ
ろ
う
と
も
、鄭
衆
の
「
日
の
光
炁
」
説
を
是
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
日
旁
の
氣
が
含
ま
れ
、
後
世
の
「
白
虹
」（
現
在
の
大
氣
光
學
現
象
で
い
う
ハ
ロ
や
ア
ー
ク
の
類
と
考
え
ら
れ
る
）
も
含
ま
れ

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
經
文
の
「
以
て
妖
祥
を
觀
、
吉
凶
を
辨
ず
」
に
つ
い
て
鄭（

四
十
六
）

注
は
、

妖
祥
は
、
善
惡
の
徵
。
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と
説
く
が
、
賈
公
彥
は
ま
た

（
四
十
七
）、

妖
祥
は
善
惡
の
徵
と
は
、
祥
は
是
れ
善
の
徵
、
妖
は
是
れ
惡
の
徵
、
故
に
善
惡
の
徵
と
言
ふ
。
此
れ
妖
祥
は
相
對
し
、
若
し
文
を

散
ず
れ
ば
祥
も
亦
た
是
れ
惡
徵
。
亳
に
祥
桑
有
る
の
類
是
れ
な
り
。

と
敷
衍
す
る
。
妖
祥
は
短
絡
的
に
善
惡
各
々
の
徵
と
し
て
判
斷
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、そ
の
「
妖
祥
」
を
「
善
惡
」
い
ず
れ
の
「
徵
」

で
あ
る
か
判
斷
す
る
こ
と
も
、「
以
て
妖
祥
を
觀
、吉
凶
を
辨
ず
」る

祲
の
職
掌
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
輝（
日
旁
の
氣
等
）

は
い
ず
れ
も
、
必
ず
し
も
「
惡
徵
」
で
は
な
く
、

祲
の
判
斷
に
よ
っ
て
そ
の
善
惡
吉
凶
が
辨
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
白
虹
に
つ
い
て
見
れ
ば
、『
禮
記
』
聘

（
四
十
八
）

義
篇
に
、

子
貢 

孔
子
に
問
ひ
て
曰
く
、「
敢
へ
て
問
ふ
、
君
子 

玉
を
貴
び
て

を
賤
し
む
は
何
ぞ
や
。
玉
の
寡
く
し
て

の
多
き
が
爲
か
。」

と
。
孔
子
曰
く
、「

の
多
き
が
故
に
之
を
賤
み
、
玉
の
寡
き
が
故
に
之
を
貴
ぶ
が
爲
に
非
ず
。
夫
れ
昔
者
の
君
子
は
德
を
玉
に

比
す
な
り
。
溫
潤
に
し
て
澤
あ
る
は
、
仁
な
り
。
…
…
。
氣 

白
虹
の
如
き
は
、
天
な
り
。
精
神 

山
川
に
見
は
る
は
、
地
な
り
。」

と
有
り
、
鄭（

四
十
九
）

注
に
、

精
神
も
亦
た
精
氣
を
謂
ふ
な
り
。
虹
は
、
天
の
氣
な
り
。
山
川
は
、
地
は
氣
を
通
ず
る
所
以
な
り
。

と
有
り
、
孔
疏
に（

五
十
）、

氣 

白
虹
の
如
き
は
、
天
な
り
は
、
白
虹
は
天
の
白
氣
を
謂
ふ
。
玉
の
白
氣 

天
の
白
氣
に
似
る
を
言
ふ
。
故
に
天
な
り
と
云
ふ
。

と
有
る
。
無
論
『
禮
記
』
は
前
漢
中
期
に
成
書
さ
れ
る
が
、
災
異
説
が
盛
ん
に
な
る
成
帝
期
に
先
ん
じ
る
宣
帝
期
に
係
る
。「
德
を
玉

に
比
す
」
と
い
う
極
め
て
儒
家
的
な
觀
念
が
發
揮
さ
れ
た
文
章
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
な
お
玉
の
氣
を
白
虹
に
喩
え
れ
ば
、
何
ら
も
白

虹
に
對
し
て
「
惡
徵
」
と
す
る
認
識
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
い

（
五
十
一
）。
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以
上
、數
種
の
儒
家
文
獻
を
見
た
が
、通
常
の
虹
に
つ
い
て
は
、東
方
に
出
現
す
る
蝃
蝀
が
タ
ブ
ー
の
對
象
と
な
る
事
は
有
っ
て
も
、

他
の
虹
も
含
め
て
自
然
現
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
事
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
白
虹
を
含
む
日
旁
の
氣
は
、『
周
禮
』
に
於
い
て
吉

凶
を
判
斷
す
る
對
象
と
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
「
惡
徵
」
と
の
み
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
禮
記
』
に
は
君
子
の
德
に
比
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
白
虹
に
つ
い
て
特
に
人
事
と
深
く
結
び
つ
け
て
説
か
れ
た
、
荊
軻
の
白
虹
貫
日
の
故
事
に

つ
い
て
觸
れ
た
い
。

三
、
荊
軻
の
白
虹
貫
日
の
故
事

　

虹
に
つ
い
て
、
中
國
古
典
上
最
も
知
ら
れ
た
故
事
は
荊
軻
の
白
虹
貫
日
の
故
事
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
、『
史
記
』
の
本
傳
に

は
載
ら
ず
、
漢
の
景
帝
期
の
鄒
陽
の
文
中
に
現
れ
る
。『
史
記
』
の
本（

五
十
二
）傳に

據
れ
ば
、
羊
勝
等
に
讒
言
さ
れ
て
獄
に
下
さ
れ
た
鄒
陽
は
、

獄
中
よ
り
梁
王
劉
武
に
上
書
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
冒（

五
十
三
）

頭
に
、

臣
聞
く
、
忠
に
し
て
報
は
れ
ざ
る
無
く
、
信
に
し
て
疑
は
れ
ず
と
。
臣
常
に
以
て
然
り
と
爲
す
も
、
徒
ら
に
虛
語
な
り
し
の
み
。

昔
者
、
荊
軻 

燕
丹
の
義
を
慕
ひ
、
白
虹
日
を
貫
く
も
、
太
子
之
を
畏
る
。
衞
先
生 

秦
の
爲
に
長
平
の
事
を
畫
し
、
太
白
昴
を
蝕

す
も
、
而
る
に
昭
王
之
を
疑
ふ
。
夫
れ
精
天
地
を
變
ず
る
も
而
れ
ど
も
信 

兩
主
を
喩
さ
ず
。
豈
に
哀
か
ざ
ら
ん
や
。

と
見
え
る
。

　

幷
擧
さ
れ
る
衞
先
生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
鄒
陽
の
文
を
典
據
と
す
る
も
の
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
「
秦
の
爲
に
長
平
の

事
を
畫
し
」「
昭
王
之
を
疑
ふ
」
と
有
り
、『
漢
書
』
本
傳
に
顏
師
古
注
が
引
く
蘇

（
五
十
四
）

林
の
説
に
、
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白
起 

秦
の
爲
に
趙
を
伐
ち
、
長
平
の
軍
を
破
り
、
遂
に
趙
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
衞
先
生
を
遣
り
て
昭
王
に
兵
糧
を
益
す
を
說

か
し
む
も
、
應
侯
の
害
す
る
所
と
爲
り
、
事
用
て
成
ら
ず
。
精
誠 

上 

天
に
達
し
、
故
に
太
白
之
が
爲
に
昴
を
食
す
。
昴
は
、
趙

の
分
な
り
。
將
に
兵
有
ら
ん
と
す
る
が
故
に
太
白
昴
を
食
す
。
食
は
、
之
を
干
歷
す
る
な
り
。

と
見
え
れ
ば
、『
史
記
』
の
白（

五
十
五
）

起
傳
に
見
え
る
昭
王
の
四
十
七
年
に
秦
が
韓
を
攻
め
て
上
黨
を
取
り
、
上
黨
の
民
が
趙
に
走
っ
た
こ
と

に
因
っ
て
趙
が
長
平
に
軍
を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
る
所
謂
長
平
の
戰
に
關
聯
す
る
故
事
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
至
り
、
糧
食
を
絶
た
れ

趙
括
を
殺
さ
れ
た
趙
の
兵
卒
四
十
萬
人
は
白
起
に
降
り
、
白
起
は
そ
れ
を
盡
く
阬
殺
す
る
。
翌
四
十
八
年
十
月
、
秦
は
上
黨
を
定
め
趙

の
攻
略
を
進
め
る
が
、
韓
・
趙
の
使
わ
し
た
蘇
代
が
秦
の
應
侯
范
睢
に
説
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
正
月
に
休
戰
し
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、

白
起
が
衞
先
生
を
派
遣
し
た
の
は
昭
王
の
四
十
八
年
十
月
か
ら
正
月
ま
で
の
四
ヶ
月
の
間
と
な
る
。
今
『
史
記
』
の
本
傳
に
は
范
睢
の

上（
五
十
六
）

言
が
、

秦
兵
勞
す
。
請
ふ
韓
・
趙
の
地
を
割
し
以
て
和
す
る
を
許
し
、
且
つ
士
卒
を
休
む
る
を
。

と
載
る
の
み
で
あ
り
、「
昭
王
之
を
疑
ふ
」
に
つ
い
て
は
何
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
史
記
』
本
傳
の
内
容
と
の
間
に
些
か
矛
盾
を
來
す
と
は
い
え
、
蘇
林
の
説
を
參
考
に
し
て
鄒
陽
の
文
中
の
衞
先

生
の
故
事
を
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
長
平
の
戰
に
勝
利
し
た
後
、
白
起
は
趙
を
攻
擊
す
る
た
め
に
本
國
へ
衞
先
生
を
派
遣
し
て
兵
糧

の
補
充
を
請
う
。
恐
ら
く
そ
れ
は
衞
先
生
の
計
略
（
秦
の
爲
に
長
平
の
事
を
畫
し
）
で
あ
っ
た
が
、
昭
王
に
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
趙
を

滅
ぼ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

鄒
陽
の
文
脈
に
於
い
て
、
こ
の
故
事
は
「
忠
に
し
て
報
は
れ
ざ
る
無
く
、
信
に
し
て
疑
は
れ
ず
」
を
「
虛
語
」
と
覺
え
さ
せ
る
例
證

で
あ
る
か
ら
、
衞
先
生
の
計
略
は
秦
へ
の
忠
信
よ
り
企
圖
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
太
白
昴
を
蝕
す
」
と
い
う
現
象
は
、
蘇
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林
の
説
に
「
昴
は
、
趙
の
分
な
り
。
將
に
兵
有
ら
ん
と
す
る
が
故
に
太
白
昴
を
食
す
。」
と
有
る
よ
う
に
、
將
來
趙
に
兵
事
の
起
こ
る
、

つ
ま
り
白
起
が
趙
を
攻
め
る
こ
と
の
予
兆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な
天
文
占
候
と
は
異
な
り
、「
夫
れ
精
天
地
を
變
ず
」
と
有
る

よ
う
に
、
衞
先
生
の
忠
信
に
起
因
し
て
起
き
た
の
で
あ
る
が
、
昭
王
は
天
に
よ
っ
て
將
來
の
趙
に
於
け
る
兵
事
が
保
證
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
な
が
ら
ら
も
、
疑
念
を
晴
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
天
に
よ
っ
て
保
證
さ
れ
た
趙
に
於
け
る
兵
事
は
、

昭
王
に
疑
わ
れ
た
た
め
に
休
戰
と
な
っ
て
實
現
し
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
將
來
起
こ
ら
な
い
事
件
に
對
す
る
予
兆
が
天
象
に
現
れ

た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
荊
軻
の
白
虹
の
故
事
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。『
史
記
集
解
』
の
引
く
應
劭
の
注
に

（
五
十
七
）、

燕
の
太
子
丹 

秦
に
質
た
る
も
、
始
皇
之
を
遇
す
る
に
禮
無
け
れ
ば
、
丹
亡
去
す
。
故
に
厚
く
荊
軻
を
養
ひ
、
西
し
て
秦
王
を
刺

せ
し
め
ん
と
す
。
精
誠 

天
を
感
ぜ
し
め
、
白
虹
之
が
爲
に
日
を
貫
く
な
り
。

と
有
る
の
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
鄒
陽
の
文
中
に
見
え
る
荊
軻
の
故
事
は
、
太
子
丹
に
よ
っ
て
荊
軻
が
秦
王
政
の
暗
殺
を
謀
っ
た
こ
と

に
關
聯
す
る
故
事
で
あ
り
、
先
述
し
た
衞
先
生
が
荊
軻
に
、
趙
へ
の
攻
擊
が
秦
王
の
暗
殺
に
、
太
白
昴
を
蝕
す
が
白
虹
日
を
貫
く
に
、

昭
王
が
太
子
丹
に
、そ
れ
ぞ
れ
對
照
し
て
い
る
。
鄒
陽
の
文
脈
に
於
い
て
、白
虹
が
日
を
貫
い
た
の
は
秦
王
政
の
死
を
予
兆
し
て
お
り
、

荊
軻
の
成
功
は
天
に
よ
っ
て
保
證
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
太
子
丹
は
な
お
も
そ
の
こ
と
を
疑
い
、
失
敗
を
畏
れ
た
の
で
あ
る
。

　

鄒
陽
の
文
中
の
荊
軻
の
故
事
が
衞
先
生
の
故
事
と
異
な
る
の
は
、
趙
へ
の
攻
擊
が
昭
王
の
判
斷
に
よ
っ
て
取
り
止
め
と
な
っ
た
の
に

對
し
、
荊
軻
の
失
敗
の
原
因
と
太
子
丹
の
所
感
と
は
全
く
の
無
關
係
で
あ
る
と
い
う
點
に
あ
る
。
た
だ
し
鄒
陽
の
意
圖
は
、
天
象
を
變

ず
る
ほ
ど
の
荊
軻
と
衞
先
生
の
忠
信
で
あ
っ
て
も
、
兩
主
の
畏
れ
や
疑
い
を
拂
拭
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
歷
史

的
な
事
實
の
因
果
關
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
中
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
鄒
陽
に
と
っ
て
は
、
自
身
と
同
様
に
た
と
え
君
主
に
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疑
わ
れ
て
も
天
に
通
じ
る
ほ
ど
の
忠
信
を
具
え
て
い
る
と
い
う
事
実
を
述
べ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
忠
信
が
天
に
感
應
し

て
起
き
た
天
象
に
よ
っ
て
予
兆
さ
れ
た
こ
と
が
実
際
に
起
き
な
か
っ
た
點
に
は
、
な
ん
ら
の
配
慮
も
關
心
も
向
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
兩
故
事
は
「
忠
に
し
て
報
は
れ
ざ
る
無
く
、
信
に
し
て
疑
は
れ
ず
」
が
「
虛
語
」
で
あ
る
こ
と
の
根
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
同
時
に
天
に
「
白
虹
日
を
貫
く
」
と
「
太
白
昴
を
蝕
す
」
の
虛
象
を
下
さ
せ
、
つ
ま
り
は
天
に
食
言
せ
し
め

て
い
る
事
實
は
、
獄
中
の
鄒
陽
の
念
頭
に
は
無
く
、
ま
た
こ
の
上
書
に
よ
っ
て
鄒
陽
を
獄
よ
り
出
し
た
梁
王
も
、
同
樣
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。『
史
記
』
天
官
書
や
『
漢
書
』
天
文
志
か
ら
讀
み
と
れ
る
天
文
思
想
や
儒
家
の
災
異
説
な
ど
か
ら
見
れ
ば
有
り
得
可
か
ら
ざ
る

觀
念
で
あ
る
が
、
前
漢
の
景
帝
期
と
は
、
こ
う
し
た
言
説
が
罷
り
通
る
時
代
だ
っ
た
の
で（

五
十
八
）

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
荊
軻
の
故
事
を
、『
史
記
集
解
』
所
引
の
『

（
五
十
九
）

烈
士
傳
』
は
、

荊
軻
發
せ
し
後
、
太
子
自
ら
氣
を
相
し
、
虹
の
日
を
貫
き
て
徹
ら
ざ
る
を
見
る
。
曰
く
、「
吾
が
事
成
ら
ざ
る
な
り
。」
と
。
後
に

軻
死
し
事
立
た
ざ
る
を
聞
く
。
曰
く
、「
吾
其
の
然
る
を
知
る
な
り
。」
と
。

と
作
る
。
こ
う
し
た
『
史
記
』
鄒
陽
傳
と
『
烈
士
傳
』
の
兩
記
述
に
對
し
て
胡

（
六
十
）

文
輝
氏
は
、
そ
も
そ
も
白
虹
貫
日
が
秦
王
の
死
を
預
示

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
荊
軻
の
行
爲
は
失
敗
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
白
虹
貫
日
を
事
件
（
荊
軻
の
暗
殺
未
遂
）
發
生
前
の

實
錄
で
は
な
く
、
事
後
の
附
會
で
あ
る
と
考
え
、
ま
た
鄒
陽
や
『
集
解
』
所
引
應
劭
の
文
化
（
儒胡

氏
説
マ
マ

學
化
？
）
的
解
釋
は
「
白
虹
貫
日
」

の
民
間
傳
聞
の
本
義
（
つ
ま
り
占
星
學
の
理
解
で
は
必
ず
非
常
事
件
の
發
生
を
預
示
す
る
こ
と
）
に
符
合
し
な
い
た
め
、
こ
の
荊
軻
の

故
事
に
見
え
る
白
虹
貫
日
を
、
燕
丹
に
と
っ
て
は
吉
兆
で
は
な
く
、
秦
王
の
死
を
預
示
す
る
も
の
で
も
な
い
と
理
解
し
、
更
に
、
馬
王

堆
『

（
六
十
一
）

天
文
氣
象
雜
占
』
に
、
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赤
虹
冬
に
出
づ
れ
ば
、
主
□
□
、
人
主
に
利
あ
ら
ず
。
白
虹
出
づ
れ
ば
、
邦
君
之
に
死
す
。

と
有
る
「
邦
君
」
は
「
國
君
」
に
似
る
が
、「
人
主
」
と
「
邦
君
」
に
は
區
別
が
有
り
、こ
こ
で
は
「
人
主
」
こ
そ
が
「
國
君
」
を
指
し
、

「
邦
君
」
は
「
國
君
」
よ
り
低
い
身
分
の
小
國
の
君
か
、國
中
の
権
貴
や
封
君
を
指
し
、荊
軻
の
故
事
に
於
い
て
は
燕
丹
こ
そ
が
こ
の
「
邦

君
」
の
地
位
に
當
た
る
と
考
え
、
白
虹
貫
日
は
燕
丹
の
死
を
預
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。

　

胡
氏
の
理
解
に
據
れ
ば
、
荊
軻
の
故
事
に
於
け
る
白
虹
貫
日
は
、
本
來
燕
丹
の
死
を
預
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
鄒
陽
は
そ
れ
を

秦
王
の
死
を
預
示
し
た
も
の
と
讀
み
變
え
、『
烈
士
傳
』
も
鄒
陽
と
同
樣
の
理
解
に
基
づ
い
て
白
虹
貫
日
を
解
釋
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
胡
氏
も
認
め
る
よ
う
に
本
傳
や
漢
志
に
見
ら
れ
ぬ
た
め
僞
託
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、『
烈
士
傳
』
が
劉

向
に
係
る
文
獻
で
あ（

六
十
二
）

る
點
に
は
、
注
意
を
拂
う
必
要
が
有
ろ
う
。
つ
ま
り
、
僞
託
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
劉
向
以
後
の
成
書
と
な
る
が
、

前
漢
後
期
に
災
異
説
を
用
い
た
劉
向
に
僞
託
さ
れ
た
『
烈
士
傳
』
と
同
等
の
天
象
へ
の
認
識
が
、
前
漢
前
期
の
鄒
陽
以
前
に
存
在
し
て

い
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
鄒
陽
の
上
書
に
見
え
る
荊
軻
の
故
事
と
、『
烈
士
傳
』
に
見
え
る
そ
れ
と
で
は
、
白
虹
貫
日
に
於
い
て
「
不
徹
」
の
二
字

の
有
無
に
大
き
な
差
が
有
る
。
胡
氏
は
、「
徹
」
に
「
消
除
」
と
「
穿
過
」
の
字
義
が
有
る
こ
と
か
ら
、「
不
徹
」
に
は
「
白
虹
貫
日

が
長
時
間
消
滅
し
な
か
っ
た
」「
白
虹
が
日
を
貫
い
た
が
貫
通
し
な
か
っ
た
」
の
兩
解
釋
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
と
も
に
「
白
虹
貫
日
」

と
は
矛
盾
し
な
い
も
の
の
、
事
件
の
結
果
と
は
相
反
す
る
と
し
て
前
述
の
理
解
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、「
徹
」
の
「
消
除
」
の
義
と
は
、

撤
去
・
撤
廃
の
意
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
不
徹
」
は
何
者
が
白
虹
貫
日
を
「
消
除
」
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
不
徹
」

は
紛
れ
も
な
く
「
白
虹
」
を
主
語
と
す
る
他
動
詞
で
あ
り
、日
を
「
穿
過
」
し
な
か
っ
た
、つ
ま
り
「
徹
ら
ず
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
烈
士
傳
』
の
記
述
は
、「
吾
が
事
成
な
ざ
る
な
り
」
と
い
う
燕
丹
の
占
斷
が
白
虹
貫
日
が
貫
通
し
な
か
っ
た
こ
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と
に
起
因
す
る
こ
と
を
分
か
り
易
く
、
説
明
的
に
述
べ
る
こ
と
で
、
前
提
と
し
て
白
虹
貫
日
を
秦
王
の
死
を
示
す
も
の
と
考
え
な
が
ら

も
、
結
果
的
に
秦
王
が
死
な
な
か
っ
た
事
實
と
の
矛
盾
を
解
消
す
る
説
で
あ
る
。

　

胡
氏
説
を
是
と
し
て
も
、
後
世
に
よ
り
具
體
的
若
し
く
は
説
明
的
な
『
烈
士
傳
』
の
説
が
作
ら
れ
、
故
事
が
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
鄒
陽
の
言
説
が
、
後
世
の
天
文
占
知
識
か
ら
す
れ
ば
理
解
し
難
い
説
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
證
と
な
ろ
う
。
ま
た
そ
れ

は
同
時
に
、
鄒
陽
よ
り
早
く
に
馬
王
堆
『
天
文
氣
象
雜
占
』
に
見
ら
れ
る
虹
を
對
象
と
し
た
天
文
占
知
識
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ

は
決
し
て
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
人
間
に
限
ら
れ
た
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、鄒
陽
の
言
説
に
對
し
て
、後
漢
末
の
應
劭
は
何
ら
の
矛
盾
も
表
明
せ
ず
い
る
。
胡
氏
は
鄒
陽
や『
集
解
』所
引
應
劭
の
説
を「
文

化
（
儒
學
化
？
）
的
解
釋
」
と
す
る
が
、
前
漢
後
期
よ
り
儒
家
に
よ
っ
て
災
異
説
が
唱
え
ら
れ
、
天
人
相
關
が
よ
り
緊
密
に
説
か
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
は
儒
學
化
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
説
を
存
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

胡
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鄒
陽
の
述
べ
る
荊
軻
の
故
事
に
類
似
し
た
故
事
を
、『
戰
國
策
』
卷
二
十
五
、
魏

（
六
十
三
）

策
四
に
、

秦
王
怫
然
と
し
て
怒
り
、
唐
且
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
公
亦
た
嘗
て
天
子
の
怒
り
を
聞
く
か
。」
と
。
唐
且
對
へ
て
曰
く
、「
臣
未
だ

嘗
て
聞
か
ざ
る
な
り
。」
と
。
秦
王
曰
く
、「
天
子
の
怒
る
や
、屍
を
伏
す
こ
と
百
萬
、血
を
流
す
こ
と
千
里
。」
と
。
唐
且
曰
く
、「
大

王
嘗
て
布
衣
の
怒
り
を
聞
く
か
。」
と
。
秦
王
曰
く
、「
布
衣
の
怒
る
や
、
亦
た
免
冠
徒
跣
し
、
頭
を
以
て
地
を
搶
く
の
み
。」
と
。

唐
且
曰
く
、「
此
れ
庸
夫
の
怒
り
な
り
。
士
の
怒
り
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
專
諸
の
王
僚
を
刺
す
や
、
彗
星
月
を
襲
ひ
、
聶
政
の

韓
傀
を
刺
す
や
、
白
虹
日
を
貫
き
、
要
離
の
慶
忌
を
刺
す
や
、
倉
鷹
殿
上
に
擊
つ
。
此
の
三
子
は
、
皆
布
衣
の
士
な
り
。
怒
り
を

懷
き
未
だ
發
せ
ざ
る
も
、休
祲
天
よ
り
降
る
。臣
を
與
に
し
て
將
に
四
な
ら
ん
と
す
。若
し
士
必
ず
怒
れ
ば
、屍
を
伏
す
こ
と
二
人
、

血
を
流
す
こ
と
五
步
な
る
も
、天
下
縞
素
せ
ん
。今
日
是
れ
な
り
。」と
。劍
を
挺
き
て
起
つ
。秦
王
色
撓
け
、長
跪
し
て
之
に
謝
す
。
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と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
胡
氏
は
、
こ
こ
に
「
聶
政
の
韓
傀
を
刺
す
や
、
白
虹
日
を
貫
き
」
と
有
り
、
韓
傀
つ
ま
り
俠
累
は
「
韓
相
」

で
あ（

六
十
四
）るた

め
、
彼
が
聶
政
に
刺
殺
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
述
の
馬
王
堆
『
天
文
氣
象
雜
占
』
に
見
ら
れ
る
白
虹
が
預
示
す
る
死
亡
者
「
邦

君
」
の
身
分
に
関
す
る
傍
證
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
唐
且
の
故
事
も
ま
た
、
黃
丕
烈
の
『

（
六
十
五
）

戰
國
策
札
記
』
に
、

愚
謂
へ
ら
く
、
此
の
策
の
文
は
甚
だ
明
か
な
る
も
事
は
言
ひ
難
き
こ
と
多
し
。
始
皇
の
兵
威
を
以
て
す
れ
ば
何
ぞ
安
陵
に
憚
り
て

易
ふ
る
に
五
百
里
の
地
を
以
て
せ
ん
。
是
れ
特
に
之
が
辭
を
爲
し
て
之
を
し
て
地
を
納
め
し
め
ん
の
み
。
唐
且
の
使
愚
た
る
、
抗

言
不
屈
と
雖
も
、
豈
に
終
に
能
く
之
を
沮
ま
ん
や
。
荊
軻
の
見
や
、
匕
首
を
圖
に
匿
し
、
秦
の
法
、
侍
者
は
兵
を
操
る
を
得
ず
。

此
に
「
劍
を
挺
き
て
起
つ
」
と
云
ふ
は
何
ぞ
や
。
其
の
辭
固
よ
り
誇
多
き
な
り
。

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
甚
だ
誇
張
さ
れ
た
創
作
に
富
む
物
語
と
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
荊
軻
の
事
件
は
、
秦
王
政
の
二
十
年
（
西

曆
前
二
二
七
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
唐
且
の
故
事
は
魏
が
滅
ぶ
秦
王
政
の
二
十
二
年
（
西
曆
前
二
二
五
年
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

兩
事
の
間
は
僅
か
三
年
で
あ
り
、
黃
氏
が
唐
且
の
「
劍
を
挺
き
て
起
つ
」
こ
と
に
疑
念
を
懷
く
の
は
當
然
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
鄒
陽
の
述
べ
る
荊
軻
の
故
事
と
比
較
す
れ
ば
、
唐
且
の
述
べ
た
專
諸
・
聶
政
・
要
離
の
「
三
子
」
は
、
い
ず
れ
も
歷

史
的
事
實
と
し
て
刺
殺
を
成
功
さ
せ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
失
敗
に
終
え
た
荊
軻
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
臣

を
與
に
し
て
將
に
四
な
ら
ん
と
す
」
と
い
う
恫
喝
を
活
か
す
た
め
の
人
選
で
あ
り
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
唐
且
の
説
で
は
こ
の
「
三
子
」

と
も
、「
怒
り
を
懷
き
未
だ
發
せ
ざ
る
も
、
休
祲
天
よ
り
降
」
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
事
件
の
予
兆
が
天
象
に
現
れ
る
と
す
る
天

文
占
の
發
想
と
は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
唐
且
の
説
に
依
れ
ば
、「
彗
星
月
を
襲
ひ
」「
白
虹
日
を
貫
き
」「
倉
鷹
殿
上
に
擊
つ
」

と
い
っ
た
現
象
は
い
ず
れ
も
「
布
衣
の
怒
り
」「
士
の
怒
り
」
に
起
因
し
て
天
が
下
し
た
吉
祥
で
あ
っ
て
、
王
僚
・
韓
傀
・
慶
忌
が
刺
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殺
さ
れ
る
予
兆
で
は
な
い
。
唐
且
の
説
く
「
三
子
」
の
故
事
と
、
鄒
陽
の
説
く
「
夫
れ
精
天
地
を
變
ず
」
荊
軻
の
故
事
と
は
、
こ
の
一

士
が
天
を
動
か
す
と
い
う
點
に
於
い
て
、
天
文
占
や
災
異
説
と
は
相
容
れ
な
い
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。

結
語

　

以
上
、
本
稿
で
は
漢
代
思
想
、
特
に
經
學
の
一
部
で
あ
る
災
異
説
が
成
立
す
る
以
前
に
於
け
る
虹
蜺
へ
の
認
識
を
確
認
す
る
た
め
、

漢
初
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
諸
文
獻
が
、
虹
蜺
に
對
し
て
如
何
な
る
認
識
を
有
し
て
い
た
か
を
、
で
き
る
だ
け
經
學
的
或

い
は
災
異
説
説
的
な
後
世
の
解
釋
を
排
し
て
見
て
き
た
。

　

第
一
節
に
見
た
『
楚
辭
』
を
中
心
と
し
た
文
獻
に
於
い
て
は
、「
雲
霓
」
が
佞
人
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
他
は
、
虹
蜺
を

人
と
密
接
に
關
聯
さ
せ
て
認
識
す
る
こ
と
は
無
く
、
雲
霓
に
し
て
も
比
喩
に
止
ま
り
、「
妖
祥
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

第
二
節
に
見
た
儒
家
文
獻
に
於
い
て
は
、『
毛
詩
』
鄘
風
の
蝃
蝀
に
「
蝃
蝀
」
と
「

」
の
二
種
類
の
虹
が
記
さ
れ
る
が
、「
蝃
蝀
」
が

タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
こ
と
自
體
が
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
特
に
人
と
密
接
に
關
聯
さ
せ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
周
禮
』

春
官

祲
が
「
吉
凶
を
辨
ず
」
る
對
象
と
し
て
の
「
妖
祥
」
で
あ
る
「
十
煇
」
に
、
白
虹
等
の
虹
蜺
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
「
十
煇
」
は
、『
楚
辭
』
の
「
雲
霓
」
と
同
じ
く
日
旁
の
氣
で
あ
り
、そ
の
事
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、虹
蜺
の
内
、雲
霓
や
白
虹
と
い
っ

た
日
旁
の
氣
だ
け
が
人
事
に
結
び
つ
け
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、『
禮
記
』
月
令
等
に
は
、
虹
が
現
れ
る
正
常
な
季
節
を
夏
正
の
三
月
か
ら
十
月
の
間
と
規
定
し
て
お
り
、
馬
王
堆
『
天
文

氣
象
雜
占
』
が
「
赤
虹
冬
に
出
づ
れ
ば
」
云
々
と
言
え
ば
、
正
常
な
季
節
以
外
に
出
現
す
る
虹
蜺
は
占
候
の
對
象
と
さ
れ
た
こ
と
、
つ
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ま
り
は
人
事
と
關
聯
さ
せ
て
認
識
さ
れ
た
事
が
知（

六
十
六
）

れ
る
。
馬
王
堆
『
天
文
氣
象
雜
占
』
は
、
遲
く
と
も
前
漢
の
初
年
に
は
成
書
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
根
柢
と
な
る
思
想
は
戰
國
時
代
の
末
に
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
戰
國
時
代
の
末
に
起
き
た
荊
軻
や
唐
且
の
事
件
に
基
づ
く
個
々
の
故
事
に
は
、
白
虹
貫
日
を
天
文
占
的
に
解
釋
・
認

識
す
る
こ
と
は
無
く
、
ま
た
前
漢
の
景
帝
期
の
鄒
陽
の
言
説
に
も
、
天
文
占
的
な
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

秦
漢
の
際
に
白
虹
を
含
む
虹
蜺
が
既
に
占
候
の
對
象
と
な
っ
て
は
い
て
も
、
そ
う
し
た
知
識
に
基
づ
く
解
釋
・
認
識
は
、
一
部
の
人
間

に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
無
論
「
一
般
的
」
の
範
圍
が
問
題
と
な
る
が
、
少
な

く
と
も
鄒
陽
や
梁
王
劉
武
に
そ
う
し
た
認
識
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、『
戰
國
策
』
の
唐
且
の
故
事
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
者

た
ち
に
も
、
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
人
事
と
天
象
と
を
關
聯
さ
せ
、
天
象
に
人
事
の
予
兆
が
示
さ
れ
る
と
す
る
天
文
占
の
根

本
的
な
「
天
」
へ
の
觀
念
が
存
在
し
な
が
ら
も
、
他
の
「
天
」
へ
の
觀
念
に
基
づ
く
天
人
の
關
係
性
が
存
在
し
、
一
士
す
ら
も
天
を
動

か
し
得
る
と
す
る
故
事
が
作
ら
れ
續
け
た
と
い
う
事
で
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
前
漢
の
前
期
ま
で
に
は
、
天
文
占
知
識
や
災
異
説
的
な

天
人
相
関
説
に
拘
泥
し
な
い
言
説
が
行
わ
れ
て
お
り
、
天
文
に
現
れ
る
變
異
は
天
文
占
の
專
有
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
考
え
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
鄒
陽
の
上
書
以
前
に
於
け
る
荊
軻
の
故
事
に
見
え
る
白
虹
貫
日
も
、
本
來
的
に
天
文
占
知
識
と
は
密

接
な
関
係
を
持
た
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
胡
氏
が
そ
の
立
論
の
根
柢
と
し
て
、
そ
も
そ
も
白
虹
貫
日
が
秦
王
の
死

を
預
示
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
荊
軻
の
行
爲
は
失
敗
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
白
虹
貫
日
を
荊
軻
の
事
件
發
生
前
の
實
錄
で

は
な
く
、
事
後
の
附
會
で
あ
る
と
考
え
る
點
は
先
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
胡
氏
の
思
考
は
、
荊
軻
と
唐
且
と
い
う
同
時
代
の
人

間
に
對
し
て
、
同
樣
に
一
士
が
天
を
動
か
す
故
事
が
説
か
れ
て
い
る
點
へ
の
考
慮
に
缺
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

れ
は
本
稿
に
於
い
て
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
兩
故
事
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
天
人
の
關
係
性
は
、
天
文
占
の
思
想
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
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り
、
ま
た
後
の
災
異
説
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
天
人
相
關
と
も
異
な
る
思
想
背
景
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
荊
軻

の
故
事
に
於
け
る
白
虹
貫
日
と
事
件
の
結
果
と
に
は
何
ら
の
矛
盾
も
無
く
、
強
い
て
こ
れ
を
事
後
の
附
會
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
も
無

い
。

　

勿
論
、
事
件
と
故
事
の
成
立
と
の
間
に
は
時
間
的
内
容
的
隔
絶
が
有
ろ
う
が
、
恐
ら
く
こ
の
白
虹
貫
日
の
故
事
は
、
本
來
荊
軻
に
附

さ
れ
て
も
の
で
あ
り
、そ
の
意
義
も
荊
軻
の
「
精
天
地
を
變
ず
」
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
後
に
唐
且
の
故
事
に
よ
っ

て
聶
政
に
附
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
通
り
唐
且
に
「
臣
を
與
に
し
て
將
に
四
な
ら
ん
と
す
」
と
言
わ
し
め
る
た
め
に
成
功
者
「
三
子
」

を
列
擧
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
成
功
の
箔
と
し
て
白
虹
貫
日
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
三
子
」
い
ず
れ
も
、
唐
且
の
故
事
以
前

に
そ
の
事
件
に
際
し
て
變
異
が
出
現
し
た
と
い
う
記
述
は
無
く
、
恐
ら
く
戰
國
時
代
の
後
期
に
至
っ
て
か
ら
こ
う
し
た
誇
張
演
出
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
そ
れ
は
、
一
士
が
天
と
感
應
し
得
る
と
い
う
思
想
を
前
提
と
し
て
展
開
し
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
漢
代
以
降
の
天
文
占
や
、
災
異
説
を
含
む
經
學
に
は
、
既
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
想
と
な
っ
て
い（

六
十
七
）る。

そ
う
し

た
時
代
的
思
想
の
變
化
に
因
っ
て
、
荊
軻
の
白
虹
貫
日
の
故
事
が
理
解
し
難
い
も
の
と
な
っ
た
時
、
始
め
て
『
烈
士
傳
』
の
「
不
徹
」

の
二
字
を
加
え
た
新
解
釋
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
災
異
説
成
立
以
前
に
於
い
て
は
、
虹
蜺
が
人
事
と
密
接
に
關
聯
さ
せ
て
説
か
れ
る
こ
と
が
有
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
災
異
説

的
な
天
人
相
關
説
に
類
す
る
天
へ
の
觀
念
が
認
め
ら
れ
ず
、
虹
蜺
が
天
文
占
の
對
象
と
な
っ
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
認
識
は
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ（

六
十
八
）る。

時
代
的
な
思
想
の
變
遷
過
程
が
存
在
し
、
個
々
の
思
想
が
そ
の
成
立
と
同
時
に
一
般
化
す
る
は
ず
も
な
く
、

こ
う
し
た
結
論
は
至
極
當
然
の
内
容
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
の
多
く
が
そ
れ
を
看
過
し
て
い
た
た
め
、
天
文
學
の
基
礎
的
な
研
究
を
進

め
て
行
く
に
當
た
り
、
敢
え
て
本
稿
を
記
し（

六
十
九
）た。
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（
一
）	對
象
と
な
る
文
獻
に
は
多
く
經
書
や
そ
の
諸
注
も
含
ま
れ
る
が
、
訓
詁
的
な
解
釋
を
中
心
と
し
て
參
照
し
、
理
念
的
な
解
釋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
偏
向
に

捕
ら
わ
れ
ぬ
よ
う
可
能
な
限
り
注
意
し
た
。

（
二
）	虹
、
螮
蝀
也
。
狀
似
蟲
。
从
虫
、
工
聲
。
明
堂
月
令
曰
、「
虹
始
見
。」

（
三
）	虫
、
各
本
作
蟲
。
今
正
。
虫
者
、
它
也
。
虹
似
它
。
故
字
从
虫
。

（
四
）	蜺
、
寒
蜩
也
。
从
虫
、
兒
聲
。

（
五
）	或
叚
爲
虹
霓
字
。

（
六
）	霓
、
屈
虹
、
靑
赤
。
或
白
色
。
陰
气
也
。
从
雨
、
兒
聲
。

（
七
）	或
字
陸
德
明
作
也
一
曰
三
字
。
非
也
。
韵
會
白
下
無
色
字
。
是
也
。
屈
當
作
詘
。
許
書
云
詰
詘
者
、
謂
詘
曲
。
屈
非
其
義
。
許
意
、
詘
曲
之
虹
多
靑
赤
、

或
有
白
色
者
、
皆
謂
之
霓
。
釋
天
曰
、「
螮
蝀
、
虹
也
。
霓
爲
挈
貳
。」
郭
云
、「
雙
出
色
鮮
盛
者
爲
雄
、
曰
虹
。
闇
者
爲
雌
、
曰
霓
。」
據
此
、
似
靑
赤
爲
虹
、

白
色
爲
霓
。
然
析
言
有
分
、渾
言
不
別
。
故
趙
注
孟
子
曰
。
霓
、虹
也
。
虹
見
則
雨
。
楚
辭
有
白
霓
。

气
也
。
从
雨
、霓
爲
陰
氣
、將
雨
之
兆
。
故
从
雨
。

一
从
虫
作
蜺
、
猶
虹
从
虫
也
。

（
八
）	㩜
攙
搶
以
爲
旌
兮
、
靡
屈
虹
而
爲
綢
。

（
九
）	綢
、
韜
也
。
以
斷
虹
爲
旌
杠
之
韜
也
。

（
十
）	韜
、
謂
裹
冒
旌
旗
之
竿
也
。

（
十
一
）霓
、
齧
也
。
其
體
斷
絶
。
見
於
非
時
、
此
灾
氣
也
。
傷
害
於
物
如
有
所
食
齧
也
。

（
十
二
）『
釋
名
』
が
「
齧
な
り
」
と
聲
訓
す
る
の
も
、
本
來
は
「
食
齧
す
る
所
有
る
が
如
き
」
形
狀
に
對
す
る
説
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
霓
が
「
灾
氣
」
と

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、「
物
を
傷
害
す
る
こ
と
」
云
々
と
説
を
變
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
三
）飄
風
屯
其
相
離
兮
、
帥
雲
霓
而
來
御
。
…
…
揚
雲
霓
之
晻
藹
兮
、
鳴
玉
鸞
之
啾
啾
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
一
、
離
騷
經
第
一
）

（
十
四
）駕
八
龍
之
婉
婉
兮
、載
雲
旗
之
逶
蛇
。
建
雄
虹
之
采
旄
兮
、五
色
雜
而
炫
燿
。
…
…
雌
蜺
便
娟
以
增
撓
兮
、鸞
鳥
軒
翥
而
翔
飛
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
五
、

遠
遊
第
五
）
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（
十
五
）徵
九
神
於
回
極
兮
、
建
虹
采
以
招
指
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
十
六
、九
歎
第
十
六
、
遠
遊
）

（
十
六
）駕
八
龍
兮
連
蜷
、
建
虹
旌
兮
威
夷
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
十
五
、九
懷
第
十
五
、
陶
壅
）

（
十
七
）仰
視
山
顛
、
肅
何
千
千
、
炫
燿
虹
蜺
。
…
…
簡
輿
玄
服
、
建
雲
旆
、
蜺
爲
旌
、
翠
爲
蓋
。（『
文
選
』
卷
第
十
九
）

（
十
八
）駕
八
龍
之
婉
婉
兮
、
載
雲
旗
之
委
蛇
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
一
、
離
騷
經
第
一
）

（
十
九
）虹
霓
紛
其
朝
霞
兮
、
夕
淫
淫
而
淋
雨
。（『
楚
辭
補
注
』
卷
第
十
四
、
哀
時
命
第
十
四
）

（
二
十
）霓
、
一
作
蜺
。

（
二
十
一
）班
固
の
西
都
賦
に
、
神
明
臺
の
優
美
さ
を
稱
し
て
「
雲
雨
を
太
半
に
軼
ぎ
、
虹
霓
は
棼
楣
に
迴
帶
す
（
軼
雲
雨
於
太
半
、
虹
霓
迴
帶
於
棼
楣
）」
と

有
る
の
も
哀
時
命
同
樣
に
自
然
物
と
し
て
の
虹
霓
を
描
い
て
い
る
。

（
二
十
二
）虹
雙
出
、
色
鮮
盛
者
爲
雄
、
雄
曰
虹
。
闇
者
爲
雌
、
雌
曰
蜺
。

（
二
十
三
）な
お
『
爾
雅
注
疏
』
釋
天
所
引
『
音
義
』
も
『
毛
詩
正
義
』
所
引
と
同
文
で
あ
る
が
、『
禮
記
正
義
』
月
令
所
引
郭
氏
の
説
に
「
雄
者
曰
虹
、雌
者
曰
蜺
。

雄
謂
明
盛
者
、
雌
謂
闇
微
者
。」
と
有
る
。
ま
た
、
前
引
の
段
注
も
參
照
さ
れ
た
い
。

（
二
十
四
）附
言
す
れ
ば
、
虹
蜺
と
旌
旗
の
比
喩
は
、
決
し
て
『
楚
辭
』
や
時
代
の
近
い
楚
系
文
學
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
後
世
に
も
ま
た
散
見
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
雄
虹
」
に
限
っ
て
も
、後
漢
の
馬
融
の
廣
成
頌
に
「
建
雄
虹
之
旌
夏
、揭
鳴
鳶
之
修
橦
。」（『
後
漢
書
』
卷
六
十
上
）、

西
晉
の
王
沈
の
正
會
賦
に
「
曜
五
旗
于
東
序
兮
、
表
雄
虹
而
爲
旌
。」（『
初
學
記
』
卷
四
）、
同
摯
虞
の
思
游
賦
に
「
抗
蚩
尢
之
脩
旃
兮
、
建
雄
虹
之
采
旌
。」

（『
晉
書
』
卷
五
十
一
）
と
見
え
る
。
こ
れ
は
後
世
に
虹
蜺
が
災
厄
の
象
徴
や
占
候
の
對
象
と
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
別
に
な
お
も
文
學
的
表
現

技
法
と
し
て
、
寧
ろ
王
者
を
頌
讚
す
る
美
辭
と
し
て
す
ら
虹
蜺
が
用
い
ら
れ
た
事
を
示
し
て
お
り
、
虹
蜺
に
對
す
る
心
理
的
評
價
が
二
面
的
性
を
有
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

（
二
十
五
）季
春
之
月
、
…
…
。
虹
始
見
。
…
…
。
孟
冬
之
月
、
…
…
。
虹
藏
不
見
。

（
二
十
六
）『
淮
南
子
』
時
則
篇
と
『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
に
も
同
文
が
見
ら
れ
る
。
三
書
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
剛
氏
『
時
令
説
の
基
礎
的
研
究
』（
渓

水
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
な
お
『
呂
氏
春
秋
』
の
高
注
に
「
虹
、
螮
蝀
也
。
兗
州
謂
之
虹
。」
と
有
る
。
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（
二
十
七
）蝃
蝀
在
東
、
莫
之
敢
指
。
女
子
有
行
、
遠
父
母
兄
弟
。
朝
隮
于
西
、
崇
朝
其
雨
。
女
子
有
行
、
遠
兄
弟
父
母
。

（
二
十
八
）螮
蝀
、
謂
之
雩
。
螮
蝀
、
虹
也
。

（
二
十
九
）魯
・
齊
詩
は
「
螮
蝀
」
に
作
り
、
韓
・
毛
詩
は
「
蝃
蝀
」
に
作
る
（
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
卷
三
中
）。

（
三
十
）蝃
蝀
、
虹
也
。
夫
婦
過
禮
則
虹
氣
盛
、
君
子
見
戒
而
懼
諱
之
、
莫
之
敢
指
。
隮
升
、
崇
終
也
。
從
旦
至
食
時
爲
終
朝
。

（
三
十
一
）虹
、
天
氣
之
戒
、
尚
無
敢
指
者
。
況
淫
奔
之
女
、
誰
敢
視
之
。
行
、
道
也
。
婦
人
生
而
有
適
人
之
道
、
何
憂
於
不
嫁
。
而
爲
淫
奔
之
過
乎
。
惡
之
甚
。

朝
有
升
氣
於
西
方
、
終
其
朝
則
雨
、
氣
應
自
然
。
以
言
婦
人
生
而
有
適
人
之
道
亦
性
自
然
。

（
三
十
二
）な
お
、
蝃
蝀
に
つ
い
て
鄭
玄
が
「
天
氣
之
戒
」
と
「
淫
奔
之
女
」
と
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
て
い
な
い
の
は
、「
況
」
と
有
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で

あ
る
。
鄭
説
は
、
天
氣
の
戒
で
あ
る
虹
で
す
ら
指
さ
す
者
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
淫
奔
の
女
な
ど
誰
が
見
よ
う
か
、
と
い
う
主
旨
で
あ
る
か
ら
、

『
毛
詩
正
義
』
が
鄭
説
を
引
き
な
が
ら
も
「
天 

戒
を
見
は
す
を
以
て
の
故
に
君
子
見
て
懼
れ
諱
み
自
戒
す
。
懼
れ
諱
む
は
、
此
れ
淫
過
に
由
り
致
す
所
な

る
を
惡
み
、
敢
へ
て
指
さ
し
て
之
を
視
ず
。（
以
天
見
戒
故
君
子
見
而
懼
諱
自
戒
。
懼
諱
、
惡
此
由
淫
過
所
致
、
不
敢
指
而
視
之
。）」
と
説
く
の
は
、
毛

傳
と
鄭
箋
の
説
を
無
理
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
依
る
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
鄭
玄
は
何
に
對
す
る
「
戒
」
で
あ
る
か
明
言
せ
ず
、
毛
傳
が
夫
婦
の

過
禮
と
虹
（
蝃
蝀
）
の
出
現
と
を
直
結
さ
せ
る
考
え
と
異
な
る
が
、
こ
れ
は
本
詩
の
序
に
、「
蝃
蝀
は
、
奔
を
止
む
な
り
。
衞
の
文
公
能
く
道
を
以
て
其

の
民
を
化
せ
ば
、
淫
奔
の
恥
、
國
人
齒
せ
ざ
る
な
り
。（
蝃
蝀
、
止
奔
也
。
衞
文
公
能
以
道
化
其
民
、
淫
奔
之
恥
、
國
人
不
齒
也
。）」
と
有
る
の
に
據
れ
ば
、

こ
の
詩
に
述
べ
ら
れ
る
淫
奔
は
、
衞
の
國
人
間
に
於
け
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
階
層
に
於
け
る
淫
奔
に
感
應
し
て
虹
氣
が
盛
ん
に
な
る
と

す
る
毛
傳
の
説
は
、
些
か
古
い
災
異
説
（
よ
り
正
確
に
は
、
災
異
説
以
前
の
類
似
し
た
思
想
）
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
後
漢
末
の
鄭
玄
が
そ
う

し
た
説
に
同
意
し
な
い
の
も
當
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

（
三
十
三
）古
者
婚
禮
、
男
先
於
女
、
此
詩
「
蝃
蝀
在
東
、
莫
之
敢
指
」、
蓋
以
雄
虹
莫
敢
指
、
喩
女
有
廉
恥
不
肯
先
求
男
也
。
故
下
接
言
「
女
子
有
行
」、
謂
女

子
自
有
嫁
道
耳
。
傳
・
箋
俱
非
詩
義
。

（
三
十
四
）隮
者
升
氣
也
。

（
三
十
五
）隮
虹
也
。
詩
云
、
朝
隮
于
西
。
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（
三
十
六
）荀
爽
は
『
周
易
』
需
卦
の
上
六
「
入
於
穴
」
に
注
し
て
「
需
道
已
終
、
雲
當
下
入
穴
也
。
雲
上
升
極
、
則
降
而
爲
雨
。
故
『
詩
』
云
、
朝
躋
於
西
、

崇
朝
其
雨
。」
と
説
き
（
張
仁
浹
『
周
易
集
解
』
所
收
）、
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
は
こ
れ
を
齊
詩
の
説
と
す
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
齊
詩
は
「
隮
」
を

「
躋
」
に
作
り
、
上
昇
す
る
雲
と
解
釋
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
周
禮
』
の
注
に
見
え
る
鄭
司
農
の
「
隮
な
る
者
は
升
氣
な
り
。」
と
す
る
説
と

も
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
雨
が
降
る
前
の
現
象
で
あ
れ
ば
、
積
亂
雲
の
類
と
解
釋
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
十
七
）『
周
禮
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
が
、
最
終
的
な
成
書
年
代
が
前
漢
末
に
及
ぶ
に
し
ろ
、
そ
の
内
容
の
大
部
分
に
つ
い
て

は
先
秦
の
成
書
と
見
な
し
て
大
過
無
か
ろ
う
。
本
論
が
對
象
と
す
る
春
官

祲
の
文
も
、
十
煇
の
名
稱
の
特
異
性
か
ら
考
え
る
に
、
秦
漢
の
傳
世
文
獻
と

は
直
接
的
に
關
與
し
な
い
、
比
較
的
古
い
説
を
存
し
た
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
三
十
八
）
祲
掌
十
煇
之
灋
、
以
觀
妖
祥
、
辨
吉
凶
。

（
三
十
九
）煇
、
謂
日
光
炁
也
。

（
四
十
）祲
、陰
陽
氣
相
侵
也
。
象
者
、如
赤
鳥
也
。

、謂
日
旁
氣
四
面
反
鄕
如
煇
狀
也
。
監
、雲
氣
臨
日
也
。
闇
、日
月
也
。
瞢
、日
月
瞢
瞢
無
光
也
。
彌
者
、

白
虹
彌
天
也
。
敘
者
、
雲
有
次
序
也
。
如
山
在
日
上
也
。
隮
者
、
升
氣
也
。
想
者
、
煇
光
也
。

（
四
十
一
）「
闇
、
日
月
な
り
」
は
他
の
解
釋
に
比
し
て
曖
昧
で
あ
る
が
、
賈
公
彥
の
疏
に
、「
鄭
司
農
の
煇
は
日
の
光
氣
を
謂
ふ
な
り
と
云
ふ
者
は
、
十
等
の
中

五
は
闇
と
曰
ふ
に
就
け
ば
、
闇
は
日
食
を
謂
へ
ば
、
則
ち
光
氣
無
し
。
而
ち
十
等
皆
日
の
光
氣
を
謂
ふ
と
云
ふ
者
は
、
多
き
に
據
り
て
言
ふ
。（
鄭
司
農

云
煇
謂
日
光
氣
也
者
、
就
十
等
之
中
五
曰
闇
、
闇
謂
日
食
、
則
無
光
氣
。
而
云
十
等
皆
謂
日
光
氣
者
、
據
多
而
言
。）」
と
有
る
の
に
從
え
ば
、
日
月
食
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
賈
疏
は
日
食
に
は
光
氣
が
無
い
の
で
本
來
光
氣
に
含
ま
れ
ぬ
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
瞢
も
「
日
月
瞢
瞢
と
し
て
光

無
き
な
り
」
で
あ
れ
ば
、
光
氣
の
有
無
の
總
稱
と
し
て
「
光
氣
」
と
説
く
に
過
ぎ
ま
い
。
ま
た
こ
の
「
日
の
光
氣
」
と
は
、
鄭
司
農
の
説
に
據
る
の
で
あ

れ
ば
、
日
そ
の
も
の
の
光
氣
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
の
光
氣
、
卽
ち
日
旁
の
氣
を
も
含
む
物
で
あ
る
。

（
四
十
二
）
、
讀
如
童
子
佩

之

、
謂
日
旁
氣
剌
日
也
。
監
、
冠
珥
也
。
彌
、
氣
貫
日
也
。
隮
、
虹
也
。
詩
云
、「
朝
隮
于
西
」。
想
、
雜
氣
有
似
可
形
想
。

（
四
十
三
）此
經
上
事
、
先
鄭
皆
解
之
、
後
鄭
從
其
六
、
不
從
其
四
。

（
四
十
四
）此
後
鄭
不
破
、
增
成
其
義
。
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（
四
十
五
）賈
疏
に
先
ん
じ
て
成
書
さ
れ
た
李
淳
風
『
晉
書
』
天
文
志
中
も
、
こ
の
『
周
禮
』

祲
氏
の
十
煇
を
擧
げ
て
、
鄭
司
農
と
鄭
玄
の
説
を
兼
用
し
、「
七

は
彌
と
曰
ひ
、
白
虹
天
に
彌
り
て
日
を
貫
く
を
謂
ふ
な
り
。（
七
曰
彌
、
謂
白
虹
彌
天
而
貫
日
也
。）」
と
説
く
。

（
四
十
六
）妖
祥
、
善
惡
之
徵
。

（
四
十
七
）妖
祥
善
惡
之
徵
者
、
祥
是
善
之
徵
、
妖
是
惡
之
徵
、
故
言
善
惡
之
徵
。
此
妖
祥
相
對
、
若
散
文
祥
亦
是
惡
徵
。
亳
有
祥
桑
之
類
是
也
。

（
四
十
八
）子
貢
問
於
孔
子
曰
、「
敢
問
、
君
子
貴
玉
而
賤

者
何
也
。
爲
玉
之
寡
而

之
多
與
。」
孔
子
曰
、「
非
爲

之
多
故
賤
之
也
、
玉
之
寡
故
貴
之
也
。

夫
昔
者
君
子
比
德
於
玉
焉
。
溫
潤
而
澤
、
仁
也
。
…
…
。
氣
如
白
虹
、
天
也
。
精
神
見
于
山
川
、
地
也
。」

（
四
十
九
）精
神
亦
謂
精
氣
也
。
虹
、
天
氣
也
。
山
川
、
地
所
以
通
氣
也
。

（
五
十
）氣
如
白
虹
、
天
也
、
白
虹
謂
天
之
白
氣
。
言
玉
之
白
氣
似
天
白
氣
。
故
云
天
也
。

（
五
十
一
）注
疏
と
も
に
そ
れ
を
「
虹
は
、
天
の
氣
な
り
」「
白
虹
は
天
の
白
氣
を
謂
ふ
」
と
説
い
て
經
文
を
敷
衍
す
る
點
に
も
、
後
世
に
及
ん
で
な
お
も
白
虹

に
對
す
る
肯
定
的
な
觀
念
が
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
五
十
二
）卷
八
十
三
、
魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
第
二
十
三
。
な
お
、
略
同
文
が
『
漢
書
』
卷
五
十
一
、
賈
鄒
枚
路
傳
第
二
十
一
に
見
え
る
。

（
五
十
三
）臣
聞
、
忠
無
不
報
、
信
不
見
疑
。
臣
常
以
爲
然
、
徒
虛
語
耳
。
昔
者
、
荊
軻
慕
燕
丹
之
義
、
白
虹
貫
日
、
太
子
畏
之
。
衞
先
生
爲
秦
畫
長
平
之
事
、

太
白
蝕
昴
、
而
昭
王
疑
之
。
夫
精
變
天
地
而
信
不
喩
兩
主
。
豈
不
哀
哉
。

（
五
十
四
）白
起
爲
秦
伐
趙
、
破
長
平
軍
、
欲
遂
滅
趙
。
遣
衞
先
生
說
昭
王
益
兵
糧
、
爲
應
侯
所
害
、
事
用
不
成
。
精
誠
上
達
於
天
、
故
太
白
爲
之
食
昴
。
昴
、

趙
分
也
。
將
有
兵
故
太
白
食
昴
。
食
、
干
歷
之
也
。

（
五
十
五
）卷
七
十
三
、
白
起
王
翦
列
傳
第
十
三
。

（
五
十
六
）秦
兵
勞
。
請
許
韓
・
趙
之
割
地
以
和
、
且
休
士
卒
。

（
五
十
七
）燕
太
子
丹
質
於
秦
、
始
皇
遇
之
無
禮
、
丹
亡
去
。
故
厚
養
荊
軻
、
令
西
刺
秦
王
。
精
誠
感
天
、
白
虹
爲
之
貫
日
也
。

（
五
十
八
）な
お
、『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
第
十
、
諸
子
略
に
從
橫
家
と
し
て
「
鄒
陽
七
篇
」
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
五
十
九
）荊
軻
發
後
、
太
子
自
相
氣
、
見
虹
貫
日
不
徹
。
曰
、「
吾
事
不
成
矣
。」
後
聞
軻
死
事
不
立
。
曰
、「
吾
知
其
然
也
。」
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（
六
十
）以
下
、胡
文
輝
氏
の
説
は
『
中
國
早
期
方
術
與
文
獻
相
叢
考
』（
中
山
大
學
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
十
一
月
。）
所
收
「
“
白
虹
貫
日
”
新
釋
」
に
據
る
。

（
六
十
一
）赤
虹
冬
出
、
主
□
□
、
不
利
人
主
。
白
虹
出
、
邦
君
死
之
。（
□
は
缼
字
。）

（
六
十
二
）『
隋
書
』
經
籍
志
・『
新
唐
書
』
藝
文
志
は
「
列
士
傳
」
に
作
り
「
劉
向
撰
」
と
し
、姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』
に
「
或
作
烈
士
傳
。
…
…
。
七
略
・

藝
文
志
及
本
傳
皆
不
載
、
惟
見
于
此
。
然
眞
僞
爲
可
知
矣
。」
と
有
る
。

（
六
十
三
）秦
王
怫
然
怒
、謂
唐
且
曰
、「
公
亦
嘗
聞
天
子
之
怒
乎
。」
唐
且
對
曰
、「
臣
未
嘗
聞
也
。」
秦
王
曰
、「
天
子
之
怒
、伏
屍
百
萬
、流
血
千
里
。」
唐
且
曰
、

「
大
王
嘗
聞
布
衣
之
怒
乎
。」
秦
王
曰
、「
布
衣
之
怒
、亦
免
冠
徒
跣
、以
頭
搶
地
爾
。」
唐
且
曰
、「
此
庸
夫
之
怒
也
。
非
士
之
怒
也
。
夫
專
諸
之
刺
王
僚
也
、

彗
星
襲
月
、
聶
政
之
刺
韓
傀
也
、
白
虹
貫
日
、
要
離
之
刺
慶
忌
也
、
倉
鷹
擊
於
殿
上
。
此
三
子
者
、
皆
布
衣
之
士
也
。
懷
怒
未
發
、
休
祲
降
於
天
。
與
臣

而
將
四
矣
。
若
士
必
怒
、
伏
屍
二
人
、
流
血
五
步
、
天
下
縞
素
。
今
日
是
也
。」
挺
劍
而
起
。
秦
王
色
撓
、
長
跪
而
謝
之
。

（
六
十
四
）『
史
記
』
卷
八
十
六
、
刺
客
列
傳
第
二
十
六
、
聶
政
傳
を
參
照
。

（
六
十
五
）愚
謂
、此
策
文
甚
明
而
事
多
難
言
。
以
始
皇
之
兵
威
何
憚
於
安
陵
而
易
以
五
百
里
地
。
是
特
爲
之
辭
而
使
之
納
地
耳
。
唐
且
之
使
愚
矣
、雖
抗
言
不
屈
、

豈
終
能
沮
之
乎
。
荊
軻
之
見
也
、
匿
匕
首
於
圖
、
秦
法
、
侍
者
不
得
操
兵
。
此
云
「
挺
劍
而
起
」
何
也
。
其
辭
固
多
誇
矣
。

（
六
十
六
）恐
ら
く
馬
王
堆
『
天
文
氣
象
雜
占
』
に
見
え
る
「
赤
虹
」
と
は
一
般
的
な
虹
（
日
衝
の
虹
）
で
あ
り
、
後
文
の
「
白
虹
」
は
日
旁
の
氣
と
し
て
の
虹

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
胡
氏
は
こ
の
「
冬
」
を
白
虹
に
も
係
け
て
理
解
す
る
。
胡
氏
の
説
に
據
る
な
ら
ば
、
日
旁
の
氣
と
し
て
の
白
虹
も
ま
た

正
常
な
季
節
に
出
現
す
れ
ば
占
候
の
對
象
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
第
一
節
所
引
『
釋
名
』
に
霓
は
「
非
時
に
見
は
る
れ
ば
、
此
れ
灾

氣
な
り
」
と
有
れ
ば
、
胡
氏
の
指
摘
に
は
熟
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
六
十
七
）た
だ
し
、
一
士
が
天
を
動
か
し
得
る
と
す
る
觀
念
が
消
え
去
る
わ
け
で
は
な
く
、
思
想
的
本
流
の
文
脈
の
外
で
は
、
故
事
と
し
て
傳
わ
る
も
の
が
少

な
く
な
い
。
天
文
に
關
わ
る
有
名
な
故
事
と
し
て
は
、
嚴
光
が
光
武
と
共
に
臥
し
て
翌
日
、
太
史
が
客
星
の
帝
坐
星
を
犯
す
を
奏
し
た
故
事
が
有
り
（『
後

漢
書
』
卷
八
十
三
、
逸
民
列
傳
第
七
十
三
）、
天
文
以
外
に
最
も
有
名
な
も
の
で
は
、
所
謂
孟
宗
竹
の
故
事
が
有
る
。

（
六
十
八
）な
お
、『
史
記
』
天
官
書
に
も
日
旁
の
氣
と
し
て
「
白
虹
は
屈
短
、上
下
兌
く
、有
れ
ば
下
大
い
に
流
血
す
。（
白
虹
屈
短
、上
下
兌
、有
者
下
大
流
血
。）」

と
有
る
の
み
で
あ
り
、『
史
記
』
以
前
に
成
立
し
て
い
る
馬
王
堆
『
天
文
氣
象
雜
占
』
に
見
ら
れ
た
色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
無
け
れ
ば
、
時
期
を
限
定
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す
る
こ
と
も
な
い
。

（
六
十
九
）本
稿
は
、科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
一
般
）「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術
数
文
化
の
形
成
と
伝
播
・
展
開
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」

（
課
題
番
号
：16H

03466

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


